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竣工だより(令和4年6月～8月竣工) 令和4年8月末現在

所 在 地 施 設 名 称 構造・規模 延床面積 工 期
(㎡) (令和 年 月)

大 阪 府 まちなかリビング北千里 新築 RC(一部W・一部PC・ 3,070 3. 4～ 4. 7
一部アルミ）-2/1

大 阪 府 大阪府立桜和高等学校 増築 RC(一部S・一部PC） 5,400 1.12～ 4. 8
-5

滋 賀 県 ヴォーリズ記念病院 新築 S-3 10,028 3. 3～ 4. 8

愛 知 県 愛知県立新川高等学校 校舎改修 RC-4 187 3. 7～ 4. 8
(全体3,523)

体育館・武道館改修 RC(一部S）-4 2,396 3. 7～ 4. 8
(全体2,396)

東 京 都 一般財団法人博慈会腎クリニック S-4 1,854 3.10～ 4. 8
新築
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受賞報告

一般社団法人照明学会 照明施設賞を受賞しました。

奄美市本庁舎

■□
■■

【照明計画のコンセプト】

「大島紬をまとう庁舎」－朝日から日中の日差し、夕日から夜のライト

アップへと時間とともに刻々と表情を変える大島紬のあかり

◆建築概要

所 在 地：鹿児島県奄美市

建 築 主：奄美市

敷地面積：５，９３０㎡

延床面積：１６，９６６㎡

構造規模：ＲＣ造(免震)９Ｆ

竣 工：令和３年５月

【照明計画のコンセプト】

「奄美伝統の高倉のかたち」－植栽サガリバナへのあかり～シルエット

が赤土の色彩にゆらめく

◆建築概要

所 在 地：鹿児島県奄美市

建 築 主：奄美市

敷地面積：３，１２７㎡

延床面積：３，０６２㎡

構造規模：ＲＣ造３Ｆ

竣 工：令和３年１０月

南西面外観（夜景） アマミヒイラギモチと紬スクリーン

（夜景）

奄美市市民交流センター
一般社団法人照明学会九州支部 ２０２１年優秀照明施設九州支部長賞を受賞しました。

南東面外観（夜景）

市民広場より庁舎エントランスを見

る（夜景）

市民広場（夜景）

マチナカリビングを望む（夜景） 「マチナカホール」奄美の息吹を感

じさせる空間をつつみ込むあかり

「マチナカリビング」多様性がもた

らす空間のあかり



■□
■■
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実績紹介（特別養護老人ホーム・養護老人ホーム「御陵洛東園」）

北東面外観

１階地域交流スペース

１階廊下

１階共同生活室 ４階居室 ４階食堂・機能訓練室

社会福祉法人洛東園は昭和２７年に東福寺によって設立された歴史ある法人であり、

京都市内で地域に根差した質の高い総合的な社会福祉事業を展開しています。本計画

は１・２・３階に特別養護老人ホーム計１００床と４階に養護老人ホーム計５０床を

配置した複合高齢者施設です。

ターミナル期を向かえる高齢者一人ひとりの過ごし方を想像し、生きる意欲が湧い

てくる、笑顔あふれる「もうひとつの我が家」をコンセプトとしました。①「個人領

域が形成され、それぞれの生きがいや趣味が継続できるゆとりある居室・共同生活室」、

②「家族や来客を迎え、ゆっくりと一緒に時を過ごせる地域交流スペース・ラウンジ」

を設け、心温まる歓びと穏やかな毎日を過ごせる空間を計画しました。

また、喫緊の課題である介護人材不足を考慮し、最大限に機能性・効率性を高めた

計画としています。２ヶ所に設けた２２ｍ×７ｍの光庭が１フロア４ユニットの高密

度・高効率の介護動線と潤いのある居住空間の両立を実現しました。各居室の間口は

３ｍ程度の計画とし、居室内のベッド配置の自由度を高め、両側からの介助や診察が

行える計画としています。

外観デザインは壁面を色彩で分節し、建物ボリューム感の軽減を図り、品格のある

佇まいと地域との調和を目指しました。インテリアデザインは化粧梁や下がり天井を

アクセントとすることで、階高の制約を感じさせない華やかな空間としています。

設計及び工事期間中、常に利用者に寄り添った意見・要望を頂き、ターミナル期を

向かる高齢者がどのようなことを考え、求めているのかを検討し、本計画が利用者の

充実した人生を支える空間となることを目指しました。

一人ひとりの生活に寄り添い、笑顔が集う一人ひとりの生活に寄り添い、笑顔が集う

もうひとつの我が家もうひとつの我が家
◆建築概要

所 在 地：京都府京都市山科区

建 築 主：社会福祉法人洛東園

用 途：特別養護老人ホーム(100名)

養護老人ホーム(50名)

敷地面積：４，５５５㎡

延床面積：６，９９１㎡

構造規模：Ｓ造 ４Ｆ

竣 工：令和３年３月



■□
■■
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実績紹介（高齢者総合福祉施設「おきなの杜」）

北面外観

高齢者総合福祉施設「おきなの杜」は特別養護老人ホーム９ユニット・ショート

ステイ1ユニット・デイサービスセンター・地域交流カフェを2期にまたがって計画

した複合施設です。

２ユニットを１グループとした１０ユニット（内1ユニットはショートステイ）

に、１階にはデイサービスセンター・地域交流カフェ、２階には地域交流スペース

を付設した構成です。

１階中央に中庭を設け、中庭を中心に左右対称となるよう各ユニット棟を配置し、

中庭を介して１階デイサービスセンターと地域交流室、２階地域交流スペース、さ

らに東西各ユニットが緩やかに繋がり、入居者と地域住民の交流の場が施設全体に

広がるような平面計画としています。また、地域交流カフェは外部に大きく開くテ

ラス席を設けることで、地域住民も利用しやすい空間としました。

入居者空間は、１ユニットを１住宅とした１０LDKのイメージでユニット内の空

間造りをしています。共同生活室は、東西南北全ての面に窓を設置し、各庭の緑と

ともに自然の光と風、季節や気候の変化等、自然との一体感を感じられる平面計画

としています。

共同生活室を開放的な設えとしつつも、共同生活室から各個室への風景はあえて

死角や壁を入組ませる計画としており、そうすることで各個室のプライベート性を

上げ、共同生活を送る入居者にとって、心理的に安心できる自室となるように工夫

しました。

玄関ポーチ夕景

１階エントランスホール

１階共同生活室（リビング） １階共同生活室（ダイニング） １階地域交流カフェ

「光・風・人」の「通り」が良い「光・風・人」の「通り」が良い

居住空間の実現居住空間の実現

◆建築概要
所 在 地：奈良県北葛城郡広陵町
建 築 主：社会福祉法人信和会
用 途：特別養護老人ホーム

(一期工事50名＋ショートステイ10名)
(二期工事40名)

敷地面積：７，８６８㎡
延床面積：５，６１４㎡（合計）

(一期工事2,997㎡)(二期工事2,617㎡)
構造規模：ＲＣ造（ 一部Ｓ造） ２Ｆ
竣 工：令和３年７月
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清水寺は東山三十六峰のひとつ、京都市東山区の清水山の西麓にあります。清水山は音羽山とも呼ばれ、清

水寺は正式には音羽山清水寺（おとわさんきよみずでら）と号します。

宝亀９年（７７８年）大和国の興福寺の僧「賢心（けんしん）」が、この地で観音様の化身「行叡居士（ぎ

ょうえいこじ）」から霊場を託されたのが始まりです。その２年後の宝亀１１年、鹿狩りに来た坂上田村麻呂

は延鎮（賢心の後の名）に殺生の罪を説かれ、観音に帰依して本堂を建立し、清らかな滝の水にちなんで「清

水寺」と名付けられました。名前の由来となった「音羽の滝」は、現在も清水寺の名所の一つになっています。

国宝の本堂は、何度も火災に見舞われましたが、徳川家光の寄進により寛永１０年（１６３３年）に約４年

の歳月をかけて再建されました。屋根は寄棟造りの檜皮葺きで、左右に入母屋造りの翼廊が突き出しています。

建物の前半分は山の斜面にせり出し、１３９本の長大なケヤキの柱が「舞台」を支えています。釘を使わない

「懸造（かけづくり）」という工法で造られています。

国宝の本堂は平成の大修理(2008年～2021年)の最後、「照り起り(てりむくり)」
と呼ばれる優美な曲線の檜皮屋根の葺き替え、舞台の修理が完成しました。

「三重塔(重要文化財)」西門の
先に建つ高さ３１メートルの塔
1987年に解体修理が完成し、外
部の極彩色が復元されました。

「奥の院(重要文化財)」寄棟造り
檜皮葺きの五間堂。本堂より小規
模ですが、崖にせり出した懸造の
建物です。

創建以来涸れたことがない「音
羽の滝」滝に向かって左から学
問成就、中央が恋愛成就、右は
延命長寿のご利益があります。

縁結びの神様「地主神社」
目をつぶって恋占い石！

清水寺 Kiyomizu-dera Temple

京の路地裏探訪京の路地裏探訪 ちょっと寄り道・さんぽ道ちょっと寄り道・さんぽ道
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表
紙
の
写
真

『
中
秋
の
名
月
』
大
覚
寺
大
沢
池
（
京
都
市
右
京
区
）

「
十
六
夜
（
い
ざ
よ
い
）」
の
鑑
賞
に
出
か
け
ま
し
た
。

大
覚
寺
大
沢
池
の
観
月
の
夕
べ
は
、
平
安
時
代
初
期
、
嵯
峨
天
皇
が
大
沢
池
に

て
、
中
秋
の
名
月
に
舟
を
浮
か
べ
、
文
化
人
・
貴
族
と
遊
ば
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
貴
族
な
ど
の
間
で
月
を
愛
で
な
が
ら
詩
歌
管
弦
の
宴
が
催

さ
れ
、
九
六
六
年
に
村
上
天
皇
の
頃
に
正
式
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

帰路に見た四条大橋からの十六夜の月

満月法会終了後には法話がありました

今
年
の
中
秋
の
名
月

は
九
月
十
日
で
し
た
。

中
秋
は
旧
暦
の
八
月

十
五
日
の
こ
と
、
な
お

仲
秋
は
秋
の
真
ん
中
の

旧
暦
八
月
の
こ
と
を
云

い
ま
す
。
今
年
は
十
日

が
ほ
ぼ
「
無
月
（
む
げ

つ
）
雲
な
ど
に
月
が
隠

れ
て
見
え
な
い
こ
と
」

で
し
た
の
で
翌
日
の
月

中
秋
の
名
月
は
、
サ
ト
イ
モ
や
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
時
期
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

「
芋
名
月
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
豊

作
を
祝
い
、
収
穫
物
を
お
供
え
し
ま
す
。

関
西
で
は
丸
い
月
見
団
子
で
は
な
く
、

先
を
少
し
尖
ら
せ
た
餅
を
こ
し
あ
ん
で
包

ん
だ
サ
ト
イ
モ
の
よ
う
な
団
子
で
す
。

村雨の廊下
縦の柱を雨、直角の回廊を稲光にたとえ「村雨
の廊下」と呼ばれています。天井は刀や槍を振
り上げられないように低く造られ、床は鴬張り
になっています。

勅使門式台玄関

旧嵯峨御所大本山大覚寺
平安初期、嵯峨天皇がこの地に離宮嵯峨院を建立され、嵯峨御所と呼ばれたのが、旧嵯峨御所大本山大覚寺の

前身です。弘仁９年（８１８）弘法大師空海のすすめにより嵯峨天皇が浄書された般若心経が勅封（６０年に一

度開封）の上、奉安されており、般若心経写経の根本道場となっています。貞観１８年（８７６年）に皇孫であ

る恒寂入道親王を開山として、嵯峨院は清和天皇より大覚寺という寺号を賜り開創されました。

宸殿（重要文化財）
江戸時代、後水尾天皇より下賜された寝殿造り
の建物。蔀戸（しとみど）の蝉の飾りは精巧な
作りとなっています。アップで写真を撮るのを
忘れてしまいました。

日本最古の人工の林泉庭園の大沢池
嵯峨天皇が菊ヶ島に咲く菊を手折り、花瓶に挿
された。これが「いけばな嵯峨御流」の始まり
であり、いけばな発祥の地です。
周囲１㎞、約６０分ゆっくり散策ください。

大沢池（ビューポイントより）



内藤建築事務所

■本社
〒606-8202
京都市左京区田中大堰町182
TEL：075-781-4111／FAX：075-701-2423
E-Mail：kyoto@naito-archi.co.jp

■東京本社
〒104-0032
東京都中央区八丁堀3-12-8 HF八丁堀ビルディング6階
TEL：03-5543-2131／FAX：03-5543-2135
E-Mail：tokyo@naito-archi.co.jp

■東京事務所
〒104-0032
東京都中央区八丁堀3-12-8 HF八丁堀ビルディング6階
TEL：03-5543-2131／FAX：03-5543-2135
E-Mail：tokyo@naito-archi.co.jp

■名古屋事務所
〒460-0003
名古屋市中区錦1-7-32 名古屋SIビル5階
TEL：052-212-4645／FAX：052-212-4051
E-Mail：nagoya@naito-archi.co.jp

■大阪事務所
〒541-0045
大阪市中央区道修町1-4-6 ミフネ道修町ビル5階
TEL：06-6203-7110／FAX：06-6203-7122
E-Mail：osaka@naito-archi.co.jp

■広島事務所
〒732-0052
広島市東区光町1-13-20 ディア・光町ビル3階
TEL：082-568-5544／FAX：082-568-5545
E-Mail：hiroshima@naito-archi.co.jp

■九州事務所
〒812-0011
福岡市博多区博多駅前1-14-16 博多駅前センタービル5階
TEL：092-441-6836／FAX：092-451-4860
E-Mail：kyushu@naito-archi.co.jp

■静岡事務所
〒420-0859
静岡市葵区栄町2-5 アークビル5階
TEL：054-253-6347／FAX：054-255-7859

■奈良事務所
〒634-0078
奈良県橿原市八木町1-7-3 橿原ビル4階
TEL：0744-29-0322／FAX：0744-25-7159

■四国事務所
〒781-0806
高知市知寄町2-2-41 知寄町マンション2階
TEL：088-883-4280／FAX：088-883-4272

■南九州事務所
〒892-0871
鹿児島市吉野町3095-157
TEL：099-294-0311／FAX：099-294-0311

■長野営業所
〒381-0043
長野市吉田3-14-17
TEL：026-241-0590／FAX：026-241-1245

■福井営業所
〒918-8112
福井市下馬2-812
TEL：0776-43-6027／FAX：0776-43-6029

■神戸営業所
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-12
TEL：078-367-6255／FAX：078-367-6256

■和歌山営業所
〒640-8354
和歌山市北ノ新地東ノ丁1
TEL：073-435-6080／FAX：073-435-6101

■長崎営業所
〒852-8023
長崎市若草町13-3
TEL：095-844-5151／FAX：095-844-5151

■宮崎営業所
〒886-0006
宮崎県小林市北西方3000-1
TEL：0984-27-2485

■本社

■東京本社


